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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第７期
第３四半期
連結累計期間

第８期
第３四半期
連結累計期間

第７期
第３四半期
連結会計期間

第８期
第３四半期
連結会計期間

第７期

会計期間

自  平成21年
　　４月１日
至  平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　12月31日

自  平成21年
　　10月１日
至  平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 6,702,23910,318,9382,609,1063,434,5219,667,826

経常利益 (千円) 573,255 905,612 105,103 304,962 970,415

四半期（当期）純利益 (千円) 339,657 427,320 30,096 119,868 542,687

純資産額 (千円) ─ ― 751,3811,459,4651,007,480

総資産額 (千円) ─ ― 6,241,9477,777,3746,337,250

１株当たり純資産額 (円) ─ ― 2,452.294,531.273,077.85

１株当たり四半期（当
期）純利益

(円) 1,109.031,385.75 98.23 388.44 1,771.75

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 1,108.431,385.15 98.19 388.29 1,770.79

自己資本比率 (％) ─ ― 12.0 18.0 14.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,675,213△350,269 ─ ― 2,121,721

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △215,391△360,210 ─ ― △324,791

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △724,345 958,729 ─ ― △867,515

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ― 1,524,8991,966,2491,718,856

従業員数 (名) ― ― 150 169 159

(注)　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）の営んでいる事業の

内容に重要な変更はありません。なお、関係会社の異動については「３ 関係会社の状況」に記載のとおり

であります。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間における関係会社の異動は以下のとおりであります。

（合併）　

当社の連結子会社である株式会社ジャパンギャルズは、平成22年10月１日付で当社の連結子会社であっ

たＢｉｊｉｎ株式会社を吸収合併いたしました。

当社の連結子会社であるグローバルメディカル研究所株式会社は、平成22年10月１日付で当社の連結子

会社であった株式会社ピーズを吸収合併いたしました。

　
４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 169名〔145名〕

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) ８名〔１名〕

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、仕入及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

美容・健康関連　　　　　　　　　　　　 545,792 ―

食品関連　　　　 305,983 ―

合計 851,775 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、製造原価によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

美容・健康関連 146,953 ―

食品関連 233,818 ―

合計 380,771 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

美容・健康関連　　　　　　　 2,759,845 ―

食品関連　　　　 674,676 ―

合計 3,434,521 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて新たに発生した事項はありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクのうち、子会社に対する訴訟提起について

は、「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　四半期連結貸借対照表関係」に記載のとおり、株式会社三

光紙器工業所の請求を棄却する判決が下され、この判決は、平成23年２月８日に確定いたしました。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定、締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および当社の関係

会社）が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一昨年秋から続いた世界的な金融危機・経済危機

による景気後退から脱して、景気は緩やかに回復しつつありましたが、円高やデフレの影響等で、依然と

して先行き不透明な状況にあります。

このような経済環境のもと、当社グループは、「美容・健康関連事業」と「食品関連事業」を主力事業

に据え、この主力事業を支えるグループ各社が、事業強化に向けた販路拡大、新商品開発、相乗効果追求等

に注力してまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高3,434百万円（前年同四半期連結会計期間は

2,609百万円）、営業利益324百万円（前年同四半期連結会計期間は109百万円）、経常利益304百万円（前

年同四半期連結会計期間は105百万円）、四半期純利益は119百万円（前年同四半期連結会計期間は30百

万円）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（美容・健康関連事業）

美容・健康関連事業は、大きく分けて「美容関連分野」と「健康食品分野」になります。

  美容関連分野は、株式会社ジャパンギャルズと健康コーポレーション株式会社を中心に、事業を行って

おります。この分野においては、美容・健康に対する消費者意識の高まりや、ホームエステに対するニー

ズの高まりにより、確実に市場は拡大しております。株式会社ジャパンギャルズにおける既存販路の拡大

に加え、健康食品分野で培ったWEBプロモーション等の販売ノウハウを活かす施策が功を奏し、売上高と

利益を伸ばしております。

当第３四半期連結会計期間においては、健康コーポレーション株式会社で販売するエステナードソ

ニックと専用ジェルの売上高が、新規、定期購入共に堅調に推移しているほか、複数の新商品、リニューア

ル商品のテスト販売も順調に推移し、その中から現在『どろあわわ（旧商品名「どろ豆乳石鹸」）』が

第２の柱商品として育ってきております。また、株式会社ジャパンギャルズの外部OEM受託製品の納品や

店頭販売も好調でした。

健康食品分野は、「カロリーコントロール用健康食品」を販売する健康コーポレーション株式会社を

中心に事業活動を行っております。この分野においては、健康志向の高まりや、肥満・生活習慣病等の増

加を背景に、近年市場が拡大しております。売上高については一定の水準にとどまっておりますが、効率

の良い広告媒体に絞り込むことで、安定的に利益を確保しております。

この結果、美容・健康関連事業での売上高は2,759百万円、営業利益は408百万円となりました。

　

（食品関連事業）

食品関連事業は、乳製品の加工受託及び製造販売事業を主たる事業とする、株式会社弘乳舎を中心に、

行っております。主力となる余剰乳加工受託は、季節的要因により、売上高と利益が第１四半期及び第４

四半期に偏重する傾向にあるものの、一年という期間で見た場合、毎期安定した売上高と高い利益を出し

ております。

したがって、当第３四半期連結会計期間における売上高は674百万円に止まり、利益面においても8百万

円の営業利益となりました。

　

EDINET提出書類

健康ホールディングス株式会社(E00518)

四半期報告書

 5/28



(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて32.2％増加し、5,049百万円となりました。これは主として、受

取手形及び売掛金が375百万円増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて8.4％増加し、2,727百万円となりました。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて22.7％増加し7,777百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて22.5％増加し、3,771百万円となりました。これは主として、短

期借入金が397百万円、1年内返済予定の長期借入金が144百万円それぞれ増加したことによるものであり

ます。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて13.1％増加し、2,546百万円となりました。 

この結果、総負債は、前連結会計年度末に比べて18.5％増加し、6,317百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて44.9％増加し、1,459百万円となりました。これは主として、利益

剰余金が396百万円増加したことによるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は

1,966百万円（前連結会計年度末に比べて247百万円増加）となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりで

あります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間において、営業活動による資金の増加は59百万円（前年同四半期連結会計

期間は429百万円の増加）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益の増加額304百万円、法人税等の支払額190百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、投資活動による資金の減少は199百万円（前年同四半期連結会計

期間は158百万円の減少）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による214百万円の支出であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、財務活動による資金の増加は554百万円（前年同四半期連結会計

期間は12百万円の増加）となりました。

主な要因は、長期借入れによる740百万円の収入であります。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特に記載すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

国内子会社

当第３四半期連結会計期間に以下の設備を取得いたしました。

　

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの名

称

設備の
内容

帳簿価額(千円)
従業員数
（名）建物及び

構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

株式会社ジャパンギャル
ズ

事業本部
(香川県高松市)

美容・健康関連
事業

事務所 34,338 ─
21,821
(84.52)

758 56,917 19

株式会社ジャパンギャル
ズ

製造本部
(愛媛県四国中央市)

美容・健康関連
事業

生産設備 16,2034,688
46,537
(660.17)

─ 67,429 16

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった、株式会社弘乳舎のサイロタンクの設置につきましては平成

22年12月に完了いたしました。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,080,000

計 1,080,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 308,590 308,590
札幌証券取引所
アンビシャス

当社は単元株制度を
採用しておりません

計 308,590 308,590 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 ― 308,590 ― 141,578 ― 147,672

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　308,590 　308,590
 権利内容に何ら限定のない当社に
 おける標準となる株式

単元未満株式 ─ ― ─

発行済株式総数 　308,590 ― ―

総株主の議決権 ― 　308,590 ―

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が11株（議決権11個）が含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 ― ─ ─ ─ ─

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
　４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 35,00035,90025,00023,89028,75027,00022,80020,50023,750

最低(円) 25,90016,50020,00020,00021,90021,50018,10016,42017,200

（注）最高・最低株価は、札幌証券取引所アンビシャス市場におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、東邦監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,073,588 1,796,498

受取手形及び売掛金 ※４
 1,175,065

※４
 799,668

商品及び製品 965,064 746,488

仕掛品 5,823 11,635

原材料及び貯蔵品 345,933 253,389

未収還付法人税等 167,330 102

その他 325,757 217,395

貸倒引当金 △9,145 △5,339

流動資産合計 5,049,418 3,819,838

固定資産

有形固定資産

土地 1,007,144 907,724

その他（純額） 744,319 552,653

有形固定資産合計 ※１
 1,751,463

※１
 1,460,377

無形固定資産

のれん 724,076 813,908

その他 27,293 12,929

無形固定資産合計 751,370 826,837

投資その他の資産

投資有価証券 20,737 20,908

投資不動産 142,723 157,123

その他 72,821 61,475

貸倒引当金 △11,160 △9,311

投資その他の資産合計 225,122 230,196

固定資産合計 2,727,956 2,517,411

資産合計 7,777,374 6,337,250
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 356,817 511,317

未払金 830,577 489,076

短期借入金 ※３
 1,137,641

※３
 740,298

1年内返済予定の長期借入金 808,024 663,232

未払法人税等 346,828 390,399

賞与引当金 49,505 78,033

返品調整引当金 39,277 39,851

その他 203,229 166,229

流動負債合計 3,771,902 3,078,438

固定負債

長期借入金 2,253,090 1,905,603

役員退職慰労引当金 26,548 18,954

退職給付引当金 165,057 269,866

その他 101,311 56,907

固定負債合計 2,546,007 2,251,331

負債合計 6,317,909 5,329,769

純資産の部

株主資本

資本金 141,578 112,232

資本剰余金 147,672 118,326

利益剰余金 1,110,592 713,864

株主資本合計 1,399,843 944,422

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,539 △1,368

評価・換算差額等合計 △1,539 △1,368

少数株主持分 61,161 64,425

純資産合計 1,459,465 1,007,480

負債純資産合計 7,777,374 6,337,250
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 6,702,239 10,318,938

売上原価 3,144,839 3,964,696

売上総利益 3,557,400 6,354,241

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,498,411 3,017,149

その他 1,457,927 2,386,169

販売費及び一般管理費合計 2,956,339 5,403,318

営業利益 601,060 950,923

営業外収益

受取利息及び配当金 267 488

受取賃貸料 1,855 2,334

補助金収入 6,680 2,571

受取補償金 2,285 －

その他 10,492 5,796

営業外収益合計 21,582 11,191

営業外費用

支払利息 47,959 45,121

貸与資産減価償却費 260 210

その他 1,166 11,170

営業外費用合計 49,387 56,501

経常利益 573,255 905,612

特別利益

固定資産売却益 1,580 454

訴訟和解金 － 6,500

その他 1,316 －

特別利益合計 2,897 6,954

特別損失

固定資産除却損 218 17,748

減損損失 1,449 －

その他 － 127

特別損失合計 1,667 17,875

税金等調整前四半期純利益 574,485 894,692

法人税、住民税及び事業税 224,796 541,223

法人税等調整額 10,031 △82,207

法人税等合計 234,828 459,015

少数株主損益調整前四半期純利益 － 435,676

少数株主利益 － 8,355

四半期純利益 339,657 427,320
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 2,609,106 3,434,521

売上原価 1,242,901 1,250,659

売上総利益 1,366,204 2,183,862

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 685,926 1,050,390

その他 570,641 809,205

販売費及び一般管理費合計 1,256,568 1,859,595

営業利益 109,636 324,267

営業外収益

受取利息及び配当金 24 44

受取賃貸料 607 778

補助金収入 6,680 －

受取補償金 2,285 －

その他 1,471 325

営業外収益合計 11,070 1,147

営業外費用

支払利息 15,435 14,562

貸与資産減価償却費 86 70

その他 81 5,819

営業外費用合計 15,603 20,452

経常利益 105,103 304,962

特別利益

固定資産売却益 1,580 99

その他 743 －

特別利益合計 2,324 99

特別損失

固定資産除却損 － 587

その他 － 127

特別損失合計 － 714

税金等調整前四半期純利益 107,428 304,347

法人税、住民税及び事業税 54,893 181,315

法人税等調整額 22,437 2,777

法人税等合計 77,331 184,093

少数株主損益調整前四半期純利益 － 120,254

少数株主利益 － 386

四半期純利益 30,096 119,868
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 574,485 894,692

減価償却費 71,963 128,043

のれん償却額 93,345 89,831

貸倒引当金の増減額（△は減少） 232 5,655

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,801 7,593

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,850 △104,809

減損損失 1,449 －

固定資産売却損益（△は益） △1,580 △454

固定資産除却損 218 17,748

受取利息及び受取配当金 △267 △488

支払利息 47,959 45,121

為替差損益（△は益） △971 3,735

売上債権の増減額（△は増加） △297,647 △375,396

たな卸資産の増減額（△は増加） 159,790 △315,984

仕入債務の増減額（△は減少） 274,645 △154,500

その他 360,631 31,578

小計 1,263,605 272,364

利息及び配当金の受取額 267 488

利息の支払額 △47,895 △43,813

法人税等の支払額 △213,547 △579,619

法人税等の還付額 672,783 309

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,675,213 △350,269

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △37,260 △29,696

有形固定資産の取得による支出 △150,721 △326,614

有形固定資産の売却による収入 1,580 564

有形固定資産の除却による支出 － △8,040

無形固定資産の取得による支出 △3,100 △19,370

有価証券の取得による支出 △26,541 －

有価証券の売却による収入 － 22,131

投資不動産の売却による収入 － 13,910

貸付金の回収による収入 604 538

その他 45 △13,635

投資活動によるキャッシュ・フロー △215,391 △360,210

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △409,984 397,343

長期借入れによる収入 744,000 1,170,000

長期借入金の返済による支出 △1,050,205 △677,721

株式の発行による収入 960 58,692

社債の発行による収入 － 48,895

配当金の支払額 △9,115 △19,841

少数株主への配当金の支払額 － △17,064

その他 － △1,575

財務活動によるキャッシュ・フロー △724,345 958,729
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,111 △855

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 736,588 247,393

現金及び現金同等物の期首残高 788,311 1,718,856

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,524,899

※１
 1,966,249
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　
【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更

（1）連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したグローバルメディカル研究所株式会社を連結の範囲に

含めております。

当第３四半期連結会計期間おいて、当社連結子会社である株式会社ジャパンギャルズとＢｉｊｉｎ株

式会社の合併およびグローバルメディカル研究所株式会社と株式会社ピーズの合併により、連結子会社

の数が２社減少しております。

 

（2）変更後の連結子会社の数

５社

 

２  会計処理の原則及び手続の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に対

する影響はありません。

 

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則

等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結累計

期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

前第３四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「未払金」は、負債及び純資産

の合計額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。な

お、前第３四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「未払金」は558,669千円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則

等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結会計

期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２  棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

３  固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

 

４  法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じ、

または、一時差異等の発生状況について著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法

によっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額

 

　 　 2,591,930千円

 

 ２  偶発債務

連結子会社である健康コーポレーション株式会社

（以下、同社）は株式会社三光紙器工業所（以下、三

光）より、平成21年２月12日付で損害賠償請求に関

する訴訟の提起を受けておりました（損害賠償請求

金額119,075千円）が、平成23年１月21日に三光の請

求を棄却する判決が下されました。この判決は、平成

23年２月８日に確定いたしました。

 
 
 
 

※３  当社および連結子会社は資金調達の機動性を高め

るため、取引銀行と当座貸越契約を締結しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末における当融

資枠に基づく借入の実行状況は次のとおりでありま

す。

　 当座貸越限度額 1,430,000千円

　 借入実行高 655,801千円

　 差引額 774,198千円

 

※１  有形固定資産の減価償却累計額

 

　 　 2,527,215千円

 

 ２  偶発債務

連結子会社である健康コーポレーション株式会社

（以下、同社）は株式会社三光紙器工業所（以下、三

光）より、平成21年２月12日付で損害賠償請求に関

する訴訟の提起を受けました。同社といたしまして

は、三光が主張する同社の損害賠償責任はないこと

を主張し本件訴訟に対応しているところでありま

す。

 

　 損害賠償請求金額 119,075千円

 

※３  当社および連結子会社は資金調達の機動性を高め

るため、取引銀行と当座貸越契約を締結しておりま

す。

なお、当連結会計年度末における当融資枠に基づ

く借入の実行状況は次のとおりであります。

 

　 当座貸越限度額 1,450,000千円

　 借入実行高 623,658千円

　 差引額 826,341千円

 

※４　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、満期日に決済が行なわれたものとして処理

しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれ

ております。

 
　 受取手形 7,557千円

　

　 支払手形 1,104千円

 

※４　当連結会計年度末日満期手形の会計処理について

は、満期日に決済が行なわれたものとして処理して

おります。

なお、連結子会社である株式会社ジャパンギャル

ズの決算日が金融機関の休日であったため、次の当

連結会計年度末日満期手形が、当連結会計年度末残

高から除かれております。

 
　 受取手形 2,108千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

　 現金及び預金勘定 1,611,467千円

　
預金期間が３ヶ月を超
える定期性預金

△86,567千円

　 現金及び現金同等物 1,524,899千円
　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

　 現金及び預金勘定 2,073,588千円

　
預金期間が３ヶ月を超
える定期性預金

△107,338千円

　 現金及び現金同等物 1,966,249千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 308,590

　
２  自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 19,916 65平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

（2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動

当社は、平成22年４月28日付で、第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第３四半期連結

累計期間において資本金が29,346千円、資本準備金が29,346千円増加し、当第３四半期連結会計期間末

において資本金が141,578千円、資本剰余金が147,672千円となっております。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
美容・健康関連事業

(千円)
食品関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,886,652722,4532,609,106 ― 2,609,106

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― 1,143 1,143 (1,143) ―

計 1,886,652723,5972,610,250(1,143)2,609,106

営業利益又は営業損失(△) 130,38233,886164,268(54,631)109,636

（注） １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　２　各区分の主な事業

　　(1)美容・健康関連事業・・・・美容関連用品、化粧品、健康食品等の販売

　　(2)食品関連事業・・・・乳製品等、菓子用原材料等の販売

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
美容・健康関連事業

(千円)
食品関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

4,936,0341,766,2056,702,239 ― 6,702,239

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― 5,593 5,593 (5,593) ―

計 4,936,0341,771,7996,707,833(5,593)6,702,239

営業利益又は営業損失(△) 646,824117,435764,259(163,199)601,060

（注） １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　２　各区分の主な事業

　　(1)美容・健康関連事業・・・・美容関連用品、化粧品、健康食品等の販売

　　(2)食品関連事業・・・・乳製品等、菓子用原材料等の販売

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　  前第３四半期連結会計期間において、日本以外の国又は地域に所在する連結子会社はありませ

　　んので、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。    

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　  前第３四半期連結累計期間において、日本以外の国又は地域に所在する連結子会社はありませ

　　んので、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。    
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　  前第３四半期連結会計期間において、海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高

　　の記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　  前第３四半期連結累計期間において、海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高

　　の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

平成21年３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営者が、

経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社は取り扱う製品・商品に応じた区分である「美容・健康関連」および「食品関連」の２つを報

告セグメントとしております。

「美容・健康関連」は、美容関連用品、化粧品、健康食品等を販売しております。「食品関連」は乳製

品等、菓子用原材料等を販売しております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２美容・健康関連 食品関連 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,464,3341,854,60310,318,938 ― 10,318,938

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 61,078 61,078 △61,078 ―

計 8,464,3341,915,68110,380,016△61,07810,318,938

セグメント利益 1,079,934116,0141,195,949△245,026 950,923

（注）１ セグメント間取引消去または各報告セグメントに配分していない全社費用によるものであります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２美容・健康関連 食品関連 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,759,845674,6763,434,521 ― 3,434,521

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 22,473 22,473 △22,473 ―

計 2,759,845697,1493,456,995△22,4733,434,521

セグメント利益 408,804 8,859 417,664△93,397 324,267

（注）１ セグメント間取引消去または各報告セグメントに配分していない全社費用によるものであります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 4,531円27銭
　

　 　

　 3,077円85銭
　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目 当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円) 1,459,465 1,007,480

普通株式に係る純資産額（千円) 1,398,304 943,054

差額の主な内訳（千円) 　 　

　少数株主持分 61,161 64,425

普通株式の発行済株式(株） 308,590 306,400

普通株式の自己株式数(株) ─ ─

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株) 308,590 306,400

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1,109円03銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

1,108円43銭
　

１株当たり四半期純利益金額 1,385円75銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

1,385円15銭
　

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 339,657 427,320

普通株式に係る四半期純利益(千円) 339,657 427,320

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 306,266 308,367

四半期純利益調整額(千円) ─ ─

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(株)
　新株予約権

 
 

166
 

 
134

普通株式増加数(株) 166 134

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 98円23銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 98円19銭
　

１株当たり四半期純利益金額 388円44銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 388円29銭
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 30,096 119,868

普通株式に係る四半期純利益(千円) 30,096 119,868

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 306,400 308,590

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた四半期純利益調整額(千円)　

─ ─

四半期純利益調整額(千円) ─ ─

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に
用いられた普通株式増加数(株)
　新株予約権

 
 

126
 

 
121

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月９日

健康ホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

東邦監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    三    宅    啓    之    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    崎    英    城    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    戸    宏    明    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている健康

ホールディングス株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、健康ホールディングス株式会社及び連結子会

社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結

累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

追記情報

1. 注記事項(四半期連結貸借対照表関係)に記載されているとおり、連結子会社である健康コーポレー

ション株式会社は株式会社三光紙器工業所より、平成21年２月12日付で損害賠償請求に関する訴訟

の提起を受けている。

２. セグメント情報の「事業の種類別セグメント情報」(注３)に記載されているとおり、第１四半期

連結会計期間より、会社は事業の種類別セグメント区分を変更した。

３. 会計方針の変更に記載されているとおり、会社は当第３四半期連結会計期間より、従来主として貯

蔵品に計上してきた販売促進物につき、購入時に費用処理する方法に変更している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月10日

健康ホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

東邦監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    崎    英    城    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    戸    宏    明    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている健康

ホールディングス株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結

会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、健康ホールディングス株式会社及び連結子会

社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結

累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

注記事項（四半期連結貸借対照表関係）に記載されているとおり、連結子会社である健康コーポレーショ

ン株式会社は株式会社三光紙器工業所（以下、三光）より、損害賠償請求に関する訴訟の提起を受けていた

が、平成23年１月21日に三光の請求を棄却する判決が下され、平成23年２月８日に確定している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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